
贅
掛
紹
介正

徹
の
自
筆
懐
紙
・
短
冊
拾
遺
　
（
そ
の
一
）

正
教
の
筆
跡
は
流
罪
で
あ
る
。
「
碧
山
日
録
」
（
巻
一
）
で
は
「
一
詠
一
唱
、

形
於
輸
墨
、
則
挙
世
珍
之
」
と
し
、
「
和
漢
三
才
図
会
」
　
（
巻
七
十
二
）
で
も

「
得
其
筆
跡
者
、
珍
襲
而
秘
蔵
英
」
と
、
各
々
、
正
徹
の
筆
跡
が
珍
重
さ
れ
た

こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

歌
道
に
お
け
る
名
声
と
能
筆
の
ゆ
え
に
、
正
徹
の
昏
写
本
や
懐
紙
、
短
冊
類

が
長
く
保
存
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
っ
た
。

先
l
こ
私
は
、
拙
著
『
正
教
の
研
究
中
世
歌
人
研
究
』
で
、
自
筆
懐
紙
十
二
枚
、
自

筆
短
冊
二
十
四
枚
を
翻
刻
、
紹
介
し
て
き
た
が
、
そ
の
後
、
多
く
の
売
立
目
録

類
の
調
査
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
自
筆
懐
紙
・
自
筆
短
冊
を
み
つ
け

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
以
下
に
紹
介
し
て
み
た
い
。

な
お
、
歌
番
号
や
校
合
本
文
は
『
私
家
集
大
成
中
世
1
』
所
収
の
正
微
の
和
歌

関
係
資
料
に
よ
る
。
ま
た
、
正
徹
の
既
知
の
和
歌
資
料
と
い
っ
た
場
合
は
、
「
草

根
集
」
の
は
か
に
、
「
永
享
五
年
詠
草
」
　
「
永
享
六
年
詠
草
」
　
「
永
享
九
年
詠

草
」
　
「
月
革
」
　
「
恋
歌
一
軸
」
な
ど
は
じ
め
、
拙
著
の
詠
歌
資
料
集
成
に
含
ま

れ
る
和
歌
を
指
し
て
い
る
。
（
懐
紙
・
短
冊
類
の
麦
旗
は
目
録
顆
の
そ
れ
に
よ

る
）
。

○
懐
紙
関
係

稲
　
田
　
利
　
徳

川
徹
書
記
三
首
懐
紙

詠
三
首
和
訝日

日
∪
正
徹
〔
日
日

日
日
］
餃
花
風
∩
日
日

①
さ
く
ら
色
に
に
は
ふ
や
三
月
一
　
＝

白
∪
夏
山
の
し
け
み
は
冬
の
〔
日
日

日
日
］
雪
の
し
た
か
せ
一
　
＝

初
郭
公

◎
は
と
ゝ
き
す
さ
た
か
な
ら
ぬ
や

あ
か
つ
き
の
月
さ
へ
雲
に

あ
へ
る
初
こ
ゑ

旅
泊
舟

③
夏
の
日
の
む
し
あ
け
の
松
の

か
け
な
く
ハ
狼
に
風
ま
つ

舟
も
か
ゝ
ら
し

こ
の
懐
紗
は
大
正
三
年
六
月
の
『
一
鶴
叢
及
某
家
所
薦
晶
入
札
日
録
』
に
写
真

版
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
（
以
下
、
す
べ
て
写
真
版
で
掲
載
）
。
玉
穂
の
讃
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幸
去
芯
て
よ
い
。
三
首
と
も
、
既
知
の
和
歌
資
料
に
み
い
だ
せ
な
い
の
で
、

新
出
歌
と
み
て
よ
い
。

脚
微
香
記
懐
紙

詠
初
審
祝
和
訝

正
撤

◎
松
か
え
に
い
や
と
し

の
葉
の
か
す
そ
へ
て
千
世

に
も
あ
ま
る
和
代
の
は

る
か
な

こ
の
懐
紙
は
大
正
六
年
十
二
月
の
冒
心
村
氏
戒
品
入
札
』
日
録
に
掲
載
さ
れ
た

も
の
。
．
◎
の
歌
は
「
草
根
集
」
　
（
巻
一
・
七
八
七
四
）
の
芋
徳
二
年
正
月
十
一

日
の
条
の
「
三
宝
院
准
后
－
腎
都
会
始
に
」
と
し
て
み
え
る
も
の
で
、
相
互
に

異
文
は
な
い
。

川
　
撒
正
記
三
首
懐
紙

詠
三
言
和
歌

正
撒

遠
夕
立

⑤
た
ひ
人
の
袖
し
は
り
て
や

八
百
日
ゆ
く
は
ま
路
宿
な
き

す
ゑ
の
ゆ
ふ
た
ち

梯
陰
逐
涼

⑥
夏
来
て
そ
世
を
す
て
人
も

あ
ひ
に
あ
ふ
樹
の
下
石
の

上
の
す
ま
ひ
は

粕
川
筏

◎
み
か
さ
ま
す
ま
ろ
太
の
は
し
ら

そ
ま
川
に
な
か
し
そ
へ
て
や

い
か
た
こ
く
ら
む

こ
の
恩
は
大
正
十
二
年
『
取
鑑
蝶
蹄
票
入
札
』
目
録
に
み
え
る
も
の
。

正
撒
切
其
華
と
み
て
よ
い
で
⑮
◎
①
の
三
首
は
、
「
草
根
集
」
（
巻
九
）
の
宝
徳

三
年
六
月
二
十
三
日
の
条
の
「
左
京
大
夫
の
家
の
月
次
に
」
の
三
首
（
◎
＝
六

九
八
〇
・
◎
＝
六
九
八
一
・
⑦
＝
六
九
八
二
）
と
三
首
連
続
し
て
】
致
す
る
。

ヽ

　

　

　

　

　

　

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ

本
文
を
比
較
す
る
と
、
⑥
の
「
人
も
」
が
「
人
に
」
、
⑦
の
「
い
か
た
そ
く
ら

ヽ

　

ヽ

む
」
が
「
い
か
た
さ
す
ら
ん
」
の
異
文
が
あ
る
。
但
し
、
⑤
⑥
⑦
は
「
月
革
」

（
三
八
・
三
九
・
二
ハ
八
）
と
も
一
致
す
る
が
、
こ
の
方
は
懐
紙
と
の
異
文
は

な
い
。

同
撒
正
記
三
首
懐
紙

詠
三
首
和
歌

正
徹

隣
捏
麦

⑧
袖
ぬ
ら
す
た
か
か
た
み
か
と

か
き
こ
し
に
と
は
ゝ
や
庭
の

な
て
し
こ
の
露

朝
氷
室

◎
松
か
さ
き
都
の
つ
と
の

し
っ
く
か
も
朝
露
こ
は
る

み
ち
の
夏
草

寄
衣
雑

⑳
心
を
は
そ
め
す
よ
い
か
ゝ

し
か
ま
な
る
か
ち
の
こ
ろ
も
は

身
に
か
ゝ
れ
と
も

こ
の
懐
紙
は
大
正
十
四
年
の
『
某
家
所
敢
晶
入
札
』
目
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

も
の
。
正
徹
の
真
筆
と
み
て
よ
い
。
こ
の
三
首
は
「
草
根
集
」
に
す
べ
て
み

0

〇

　

・

一
2



．
を
◎
が
巻
四
（
三
三
八
）
、
軌
が
巻
四
（
三
二
八
九
）
、
⑳
が
巻
六
（
五

－
四
九
）
と
各
々
一
致
す
る
。
巻
四
・
巻
六
は
詠
歌
年
時
不
記
の
巻
で
あ
る
。

ヽ
ヽ
相
互
の
異
文
は
、
⑧
で
「
た
か
か
た
み
か
と
」
が
「
た
か
形
そ
と
」
と
み
え
る

程
度
。

佃
撒
書
記
冬
四
首
詠
草津

岩

時
雨

⑳
く
れ
竹
の
み
と
り
ハ
時
も
か
ハ
ら
ね
と

し
く
れ
ふ
朝
に
し
能
と
も
な
し

霜⑲
立
田
山
末
葉
も
あ
た
に
ち
り
は
て
ゝ

ゆ
ふ
つ
け
鳥
艦
霜
ハ
を
く
也

、
霞

⑬
を
し
な
へ
て
し
く
れ
し
は
と
ハ
っ
れ
な
く
て

あ
ら
れ
に
お
つ
る
な
ら
の
葉
か
し
ハ

雪⑭
言
野
山
け
さ
ふ
る
雪
や
つ
も
る
ら
ん

人
に
し
人
の
跡
た
に
も
な
し

こ
の
懐
紙
は
大
正
十
四
年
の
『
木
村
家
所
蔵
品
入
札
』
目
録
に
、
東
本
願
寺
伝

あ
ぎ
な

来
と
し
て
掲
出
さ
れ
て
い
る
も
の
。
「
活
岩
」
と
は
正
徹
の
字
で
あ
る
が
、
懐

紙
に
字
を
記
す
七
と
は
他
に
例
が
な
く
、
正
徹
の
詠
草
か
ど
う
か
、
若
干
気
に

な
る
。
も
か
し
、
l正
徹
月
並
の
「
東
軍
九
年
詠
草
」
（
大
東
急
記
念
文
壁
の

ヽ
ヽ
宋
尾
骨
も
唱
廿
で
「
蘭
月
清
岩
」
と
記
し
て
い
る
の
で
、
自
記
し
な
い
わ
け
で

は
な
か
っ
た
ヰ
つ
だ
。
こ
の
四
首
は
と
も
に
既
知
の
正
徹
の
和
歌
資
料
に
み
い

だ
さ
れ
な
い
4
筆
跡
は
正
徹
の
真
筆
と
は
速
断
で
き
な
い
面
を
有
す
る
が
、

近
似
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
正
徹
の
自
筆
懐
紙
か
い
な
か
、
若
干
の

不
安
も
残
る
が
、
一
応
、
こ
こ
に
紹
介
し
て
お
く
。

㈹
正
徹
三
首
横
紙

夏
日
同
詠
三
首
都
歌

正
教

更
衣

⑮
け
さ
よ
り
ハ
花
の
た
も
と
を

た
ち
か
へ
て
あ
か
ぬ
名
残
の

う
つ
り
香
も
な
し

輯
h
°
t

⑯
く
れ
こ
と
に
き
ふ
て
も
あ
か
ぬ

こ
ゝ
ろ
と
ハ
し
ら
て
や
わ
れ
－
こ

な
く
は
と
ゝ
き
す

寄
瀾
懸

⑰
つ
ゐ
に
身
も
し
っ
、
、
、
や
は
て
む

袖
の
う
へ
に
な
み
た
の
た
き
の

ふ
ち
と
な
り
な
は

こ
の
懐
紙
は
大
正
十
四
年
の
『
㌍
鍬
高
町
下
村
氏
所
慧
売
立
昌
録
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
。
写
真
版
で
み
る
限
り
、
筆
跡
が
正
徹
の
真
筆
と
断
定

L
が
た
い
ふ
L
が
あ
る
。
あ
る
い
は
真
筆
本
を
転
写
し
た
も
の
で
で
も
あ
ろ
う

か
。
⑮
個
旬
の
三
首
は
と
も
に
周
知
①
正
徹
①
和
歌
資
料
に
み
え
な
い
新
旭
歌

で
あ
る
。

川
徹
書
記
三
首
懐
紙

垂

首

和

歌

　

正

臥

山
家
秋
夕

⑳
世
の
う
き
め
克
也
ハ
よ
の
つ
ね

z9・－



の
か
れ
す
む
山
の
い
ろ
け
つ

秋
の
ゆ
ふ
き
り

・
雲
間
淳
月

⑲
う
す
雲
の
か
け
行
月
は

あ
く
る
夜
の
ひ
か
り
に
か
ほ
る

ま
と
の
と
も
し
火

昂
由
送
日

⑳
た
ひ
こ
ろ
も
日
も
か
さ
な
り
ぬ

山
こ
ゑ
て
舟
路
を
1
く
る

風
を
ま
つ
ま
に

こ
の
懐
紙
は
大
正
十
五
年
の
『
蜂
須
賀
氏
所
蔵
品
入
札
並
売
立
』
目
録
に
掲
載

の
も
の
。
正
徹
の
真
筆
と
み
て
よ
い
。
三
首
の
う
ち
、
⑬
⑲
の
二
首
は
「
草
根

集
」
　
（
巻
十
）
の
享
徳
元
年
八
月
二
十
六
日
の
条
の
「
平
等
坊
円
秀
月
次
に
」

で
連
続
し
て
み
え
る
も
の
（
⑬
＝
七
六
七
〇
、
⑲
＝
七
六
七
一
）
。
相
互
に
異

文
は
な
い
。
⑳
の
方
は
既
知
の
和
歌
資
料
に
み
え
な
い
新
出
歌
で
あ
る
。

囲
徹
書
記
三
首
懐
紙
枝
物

詠
三
首
和
訝

正
徹

時
雨
晴
陰

㊤
雪
の
う
へ
に
し
く
る
1
雲
の

村
き
え
や
日
影
も
と
か
ぬ

し
っ
く
な
る
ら
む

寒
革
応
、
＼

⑳
ゆ
く
人
の
露
わ
け
か
ね
し

草
ハ
み
な
袖
も
さ
ハ
ら
ぬ

野
へ
の
霜
か
れ

寄
遊
女
懸

⑳
波
路
に
て
た
え
に
し
か
ち
の

枕
に
も
ち
き
り
し
ら
る
ゝ

舟
の
う
ち
か
な

こ
の
懐
紙
は
大
辛
毒
の
『
誠
鑑
鮒
農
氏
所
慧
入
札
昌
録
l
こ

掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
。
ま
さ
し
く
正
徹
の
真
筆
。
三
首
の
う
ち
⑳
の
み
は

「
草
根
集
」
の
詠
歌
年
時
不
記
の
巻
五
に
み
え
る
が
（
四
〇
二
）
、
他
の
二

首
は
既
知
の
和
歌
資
料
に
み
え
な
い
新
出
歌
で
あ
る
。

川
微
香
記
三
首
懐
紙

詠
三
首
和
訝

正
徹

夏
江
月

⑳
陰
す
1
し
春
は
い
な
さ
の

山
の
は
に
か
1
る
は
そ
江
の

な
み
の
三
日
月

市
郭
公

⑳
た
れ
か
き
く
あ
た
ら
は
つ
ね
を

さ
と
と
よ
む
い
ち
は
の
う
へ
の

山
は
と
1
き
す

蒔
由
山

⑳
か
り
こ
ろ
も
た
か
ね
に
こ
よ
ひ

か
た
し
き
ぬ
ふ
も
と
の
雲
に

や
と
も
な
く
し
て

こ
の
懐
紙
は
昭
和
二
年
の
『
肥
前
松
浦
伯
爵
家
蔵
晶
目
録
』
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
も
の
。
正
徹
の
真
筆
と
み
て
よ
い
。
三
首
の
う
ち
、
㊥
㊤
は
「
草
根
集
」
巻

十
一
の
享
徳
二
年
四
月
十
三
日
の
桑
の
「
修
理
大
夫
の
家
の
月
次
に
」
で
連
続

し
て
み
え
る
（
㊧
＝
八
〇
二
二
・
⑳
＝
八
〇
二
三
）
。
頼
互
に
異
文
は
な
い
。
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⑳
は
既
知
の
和
歌
資
料
に
み
え
な
い
新
出
歌
で
あ
る
。

○
短
冊
関
係

〓
徹
書
記
短
冊

①
冬
暁
山
は
綿
的
詣
紬
㌶
緒
川
郁
正
敏

こ
の
短
冊
は
大
正
五
年
三
月
の
『
荒
訓
鵬
両
氏
所
響
m
入
札
昌
録
に
掲

載
の
も
の
。
正
徹
の
真
筆
と
み
て
よ
い
。
①
の
歌
は
「
草
根
集
」
巻
七
の
宝
徳

元
年
三
月
二
十
六
日
の
桑
の
「
泉
堺
よ
り
少
ミ
人
を
や
と
ひ
て
五
十
首
の
法
楽

を
た
て
ま
つ
り
し
中
に
」
の
う
ち
の
二
目
（
五
五
七
四
）
。
相
互
に
異
文
は
な

い
e

佃
徹
台
記
短
冊

◎
窓
竹
触
和
知
霊
臥
胱
詩
聖
宗
ぬ
∩
一

こ
の
短
冊
は
大
正
六
年
三
月
の
『
外
山
氏
所
蔵
品
入
札
』
目
録
に
掲
載
の
も

の
。
正
徹
の
真
筆
と
み
て
よ
い
。
歌
本
文
の
第
三
句
の
下
部
の
空
自
は
摩
滅
し

て
解
読
で
き
な
い
が
、
「
ら
む
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
。
◎
の
歌
は
既
知

の
和
歌
資
料
に
も
み
え
な
い
新
出
歌
で
あ
る
。

脚
徹
正
記
短
冊

⑨
積
雪
浣
景
山
疎
酌
∽
諾
柚
誓
璧

こ
の
短
冊
は
大
正
八
年
五
月
の
『
徳
島
市
森
家
所
祓
晶
入
札
』
目
録
に
掲
載
の

も
の
。
ま
さ
し
く
正
徹
の
真
筆
と
認
め
ら
れ
る
。
◎
の
歌
は
「
草
根
集
」
巻
一

の
文
安
六
年
の
「
住
吉
法
楽
詠
百
官
和
歌
」
の
う
ち
の
一
首
と
一
致
す
る
（
八

七
四
）
。
相
互
に
異
文
は
な
い
。

の
徹
正
記
短
冊

④
墨
㍍
最
如
㌶
机
鐙
輿
恋
て

こ
の
短
冊
は
大
正
九
年
の
『
富
市
黒
田
家
所
蔵
目
録
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
正
徹
の
真
筆
と
認
め
て
よ
い
。
◎
の
歌
は
正
徹
の
既
知
の
和
歌
資
料
に

み
え
な
い
新
出
歌
で
あ
る
。

㈲
徹
書
記
短
冊

⑤
納
涼
総
譜
語
が
認
諾
か
㌫

こ
の
短
冊
は
大
正
十
年
の
『
富
市
八
木
騎
牛
庵
所
戒
晶
入
札
』
目
録
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
平
瀬
家
旧
戒
と
あ
る
。
正
徹
の
真
筆
と
認
め
て
よ
い
。
◎

の
歌
も
、
既
知
の
和
歌
資
料
に
み
え
な
い
歌
で
あ
る
。

脚
徹
昏
記
短
冊

⑥
朝
山
琶

た
か
た
め
そ
也
の
霞
に
い
つ
る
日
の

く
れ
な
ゐ
そ
む
る
春
の
さ
衣
　
正
徹
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こ
の
短
冊
は
大
正
十
三
年
の
『
提
琴
十
亭
神
戸
家
所
載
晶
売
立
』
目
録
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
も
の
。
正
徹
の
真
筆
と
み
て
よ
い
。
◎
の
歌
は
、
「
草
根
集
」
巻

九
の
宝
徳
三
年
二
月
二
十
三
日
の
条
の
「
草
庵
に
人
ミ
き
た
り
て
」
に
あ
る
歌

と
一
致
す
る
（
六
八
】
九
）
。
第
二
句
が
「
霞
の
う
ち
に
」
と
異
文
が
あ
る
。

以
上
、
正
徹
の
自
筆
懐
紙
九
枚
、
自
筆
短
冊
六
枚
を
紹
介
し
て
き
た
。
自
筆

懐
紙
の
歌
二
十
六
首
の
う
ち
、
正
徹
の
既
知
の
和
歌
資
料
に
み
え
る
も
の
は
十

二
首
、
新
出
歌
十
四
首
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
自
筆
短
冊
の
六
首
の
う
ち
、
新
訂

歌
は
三
首
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
十
七
首
を
新
出
歌
と
し
て
追
加
で
き
る
。
こ

れ
ら
の
懐
紙
、
短
冊
は
、
そ
の
つ
ど
触
れ
た
よ
う
に
、
ご
く
一
部
を
除
き
、
正

教
の
真
筆
と
認
定
し
て
よ
く
、
そ
の
点
で
も
誠
に
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

－
　
岡
山
大
学
助
教
授
　
－




